
熊労発基 1221第 3号

令 和 4年 12月 21日

建 設業 労働 災 害 防止協 会

熊本県 支 部 長  殿 .

熊本労働局長

(公 印省略 )

第三管理区分に区分された場所に係る有機溶剤等の濃度

の測定の方法等の適用等 について

労働安全衛生行政の運営にうきまして、日頃から格別の御協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。

さて、第二管理区分に区分された場所に係る有機溶斉J等の濃度の測定の方法等 (令

和4年厚生労働省告示第 341号)につきましては、令和 4年 11月 30日 に告示され、
令和 6年 4月 1日 から適用されることとなっております。
つきましては、貴団体におかれましても、化学物質管理に関する制度改正の趣旨を

御理解いただき、傘下会員、事業場等に対する周知に御協力を賜りますようお願い申

し上げます。|

なお、以下の厚生労働省ホームベージにも掲載されておりますのでごか照ください。

プレスリリースURL及びQRコ‐ド
httpsi//www.mhlwo goo ip/stF/newpage_29393.html

担当

熊本労働局 健康安全課
地方労働衛生専門官 椎葉
096-355-3186



作業環境測定結果が第三管理区分の事業場に対する措置の強化
(省令の内容 )

(1)作業環境測定の評価結果が第三管理区分に区分された場合の義務

①当該場所の作業環境の改善の可否及び可能な場合の改善方策について、外部の作業環境
管理専門家の意見を聴くこと。

②当該場所の作業環境の改善が可能な場合、作業環境管理専門家の意見を勘案して必要な
改善措置を講し、当該改善措置の効果を確認するための濃度測定を行い、その結果を評
価すること。

(2)上記①で作業環境管理専門家が改善困難と判断した場合及び上記②の測定評価の結果なお
第三管理区分に区分された場合の義務

改善可能

と判断

①個人サンプリング法等による化学物質の濃度測定を行い、その結果に応して労働者に有
効な呼吸用保護具を使用させること。 (告示事項)

②①の呼吸用保護具が適切に装着されていることを確認すること。 (告示事項)

③保護具着用管理責任者を選任し、 (2)及び (3)の管理、作業主任者等の職務に対す
る指導 (いずれも呼吸用保護具に関する事項に限る。)等を担当させること。

④(1)①の作業環境管理専門家の意見の概要及び(1)②の措置及び評価の結果を労働者に周
知すること。

⑤上記措置を講したときは、遅滞なく当該措置の内容について所轄労働基準監督署に届け出ること。

(3)(2)の 場所の評価結果が改善するまでの間の義務
① 6月以内ごと (鉛の場合は 1年以内ごと)に 1回、定期に、個人サンプリング法等による化学物質の濃度測定を行い、その結果に応して
労働者に有効な呼吸用保護具を使用させること。

② l年以内ごとに 1回、定期に、呼吸用保護具が適切に装着されていることを確認すること。

(4)その他

個人サンプリング法等による測定結果、測定結果の評価結果、呼吸用保護具の装着確認結果を 3年間 (粉しんに係る測定結果及び

評価結果について{よフ年間)保存すること。

改善困難

と判断

第 3管理区分
(改善できず)

改善措置の実施

改善措置効果確認

改善の可否について

作業環境管理専門家の

意見聴取

第3管理区分
(改善できず)

呼吸用保護具による
ばく露防止対策の徹底

※ 今回の改正に伴い、石綿則、粉しん則についても同様に、作業環境測定の結果等に関する労働者への周知規定を設ける。



作業環境測定結果が第三管理区分の事業場 に対する措置の強化
(厚生労働大臣告示の内容 )

特化則 有機則 粉しん則

・作業環境測定

個人サンプリング法(※ 1)が
原則。ただし、個人サンプリン
グ法が不可の物質はAB測定
(※ 2)を実施。

叉は

・個人ぼく露測定 (※ 3)

・個人サンプリング法は塗装作業等

の発散源の場所が一定しない作業

で用いる有機潜剤等
・AB測定は個人サンプリング法対
象作業以外の作業における有機溶

剤等
。個人ばく露測定は全ての有機溶剤

使用する呼吸用保護具は要求防護係数を上回る指定防護係数を有するものでなければならない。

・個人ぼく露測定(※ 3)

。作業環境測定
(個人サンプリング法(※ 1))
又は
・個人ぼく露測定(※ 3)

・個人サンプリング法及び

個人ばく露測定ともに鉛

・作業環境測定
(AB測定(※ 2))
又は
。個人ばく露測定 (※ 3)

・AB測定及び個人ばく露沢U
定ともに金ての紛しん

濃度の測定

測定対象物質

・個人サンプリング法及び個人
ばく露測定ともにベリリウム
およびその化合物他12物質
(低管理濃度特化物〕
。AB測定は低管理温度特化物以
外の特化物

呼吸用保護具の選択

呼吸用保護具の装着確認

JIS T81 50に定める方法 (フイツトテスト)により求めたフイツトフアクタが呼吸用保護具の種類に応した要求フイットフアクタを上
回つていることを確認する。

FFttC:弓
好し トファクタ (労働者の顔面と呼吸用保護具の面体との密着の程度を表す係数)

Cout:呼吸用保護具の外側の測定対象物質の濃度
qn :呼吸用保護具の内側の測定対象ンの濃度
要求フィットフアクタ :全面形面体呼吸用保護具は500、 半面形面体呼吸用保護具は100

※ 1:労働者の身体に装着する試料採取機器等を用いて行う作業環境測定 (CoD測定ともいう。)。 D測定は、最も濃度が高くなる時間と作業位置で行う個人サンプリング法による作業環境測定。

※ 2:A測定は、測定場所の床面上に引いた等間隔の縦横線の交点で行う作業環境測定。 B測定は、最も濃度が高くなる時間と作業位置で行う作業環境測定。

※ 3:労働者の身体に装着する試料採取機器等を用いて行う方法により、労働者個人のばく露 (労働者の呼口及域の濃度)を測定する方法

※4:作業環境測定の場合は、第一評価値又は B測定若しくはD測定の測定値のうち高い値。個人ばく露測定の場合は、測定値の最大値とする (第一評価値とは、単位作業場所におけるすべての測定点の作業時間
における濃度の実現値のうち、高濃度側から 50/。に相当する濃度の推定値。)。

PF卜

FrF堡ま防護係数
C:濃度の測定の結果得られた値(※ 3)
C。 :作業環境評価基準で定め各物質別の管理濃度

覧為 9封 9Q+→
Q:遊離けい酸含有率


